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中野区公園再整備計画の取組の推進について

「中野区公園再整備計画」（令和４年３月策定）の「施設の配置・改修」及び「利用ルールの見

直し」の取組状況について報告する。

（令和４年第三回定例会（令和４年１０月７日）に報告を行ったその後の推進状況について報

告する）

１ 施設の配置・改修

（１）第１期再整備公園

北部地域の大和公園において、ワークショップやオープンハウス等により公園利用者の意

見を聴きながらワークショップ平面プランをとりまとめた。（別紙１参照）

【令和４年度実績】

オープンハウス開催 ２日間（約 90名の参加）、ワークショップ開催（３回）

近隣小学校・保育園等へのアンケート実施（回答数 309件）

【主な変更点】

幼児・児童用遊具の新設

砂場の移設（ふじだな・パーゴラの撤去）

ドライ池・せせらぎの新設（じゃぶじゃぶ池から変更）

バスケットゴールの新設、ボール壁当ての改修

【今後の予定】

令和５年度７月 基本計画案の地域説明（オープンハウス）、実施設計

令和６年度 再整備工事

（２）第２期再整備公園

令和５年度は、第２期再整備公園として北西部地域の上鷺東公園、南部地域の南台公園

において、ワークショップやオープンハウス等により公園利用者の意見を聴きながら基本設

計を行う。

【今後の予定】

令和５年度９月頃 上鷺東・南台公園においてオープンハウスの開催

小学校へのアンケート調査等、町会や利用団体等へのヒアリング

１０月～ ワークショップの開催（３回程度）

３月 基本設計案の作成

令和６年度 基本設計案の地域説明、実施設計

令和７年度 上鷺東・南台公園再整備工事

※令和５年度以降、２・３公園ずつ、基本設計・実施設計・工事のサイクルで順次再整

備を進めていく。



２ 利用ルールの見直し

（１）再整備に伴うルールの見直し

第１期再整備公園の大和公園では、ルールについて利用者や近隣住民に対しアンケートな

どを行うとともにワークショップでも話合いを行った。引き続き、公園利用者と近隣住民が理

解し合える、適切なルールづくりを模索していく。

（２）試験的緩和によるルールの見直し

１）試験的緩和の概要

他の利用者や周辺住民への迷惑とならないことを前提とし、令和４年１２月から概ね６ヶ月

程度、ルールの試験的な緩和を実施した。

（参考 令和４年度ルールの緩和内容）

①全公園での緩和

「ゴムボール遊び」、「自転車等に乗るための練習」

②特定の公園での緩和（概ね 2,000 ㎡以上で、ボール遊びのできる空間が無い公園）

「キャッチボール（ゴムボールまで）」、「自転車等に乗るための練習」、

「１人でのリフティング、ドリブル、トス等の練習」

③指定管理者が管理する公園での緩和（平和の森公園、哲学堂公園、鷺宮運動広場、

中野四季の森公園、広町みらい公園）

各公園でゴムボール遊びが緩和されている一方、平和の森公園では自転車等に乗るた

めの練習は小学生未満のみ可能、広町みらい公園ではスケートボードは一律不可など、施

設環境や利用状況等の条件を踏まえ、指定管理者において判断している。

２）試験的緩和に対する意見と対応

試験的な緩和の結果、公園利用者や近隣の方等からの意見が延べ約２０件あった。

【緩和したことによる主な意見】

・サッカーボールやスケートボードが自由に使用できると勘違いされることによる、トラブルや

騒音の増加への心配、嫌悪感

・緩和に対する理解、感謝

今後、意見を踏まえた掲示内容の改善、巡回時の注意指導の徹底などを行いながら、当

面の間ルール緩和を継続する。なお、特に意見が挙がる公園がある場合は個別に改善の検

討を行う。

また、その他のルールの緩和については、地域の意見や他区の状況等を踏まえた上で検

討を行う。



別紙１

・ワークショップ平面プラン

・イメージパース


